
KU-R3011MA 開発の概要

２０１２年 ５月２５日
パナソニック システムネットワークス（株）

モビリティビジネスユニット

－ １ －



本体処理

KU-R3011MA** RS-232C通信構成概要

（カードリーダー）（HOST）

（RS-232C通信）

RS-232C通信処理

－ ２ －

・カードリーダーコマンド制御 ： ＣＯＭ(RS-232C)ポートを通して、シリアルポートデバイスとして制御。
RS-232C機と通信プロトコルを使用する。

・印刷データ ： “ＰＤ”コマンド、“ＰＩ”コマンドにより設定する。

ユーザーアプリケーション
（お客様に開発していただく部分）

ＯＳ（WindoｗsXP SP３ / Server2003 / 
Vista / Server2008 / 7）

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ制御ﾂｰﾙ

メインデータベース管理

カードリーダーコマンド制御

仮想COM ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

API直接

制御も可能

COMクラスデータ処理

Dip Switch 6 OFF (RS-232Cモード)



本体処理

KU-R3011MA** USB通信構成概要

（カードリーダー）（HOST）

（USB Full Speed）

ＵＳＢ通信処理

－ ３ －

・カードリーダーコマンド制御 ： 仮想ＣＯＭポートを通して、シリアルポートデバイスとして制御。
RS-232C機と通信プロトコルを使用する。

・印刷データ ： RS-232C機と同じく、“ＰＤ”コマンド、“ＰＩ”コマンドにより設定する。
or

Windowsアプリケーションから、通常のプリンタと同様に出力する。

ユーザーアプリケーション
（お客様に開発していただく部分）

ＯＳ (32/64bit)
（WindowsXP SP3、Server2003、Vista、Server2008、7）

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ制御ﾂｰﾙ

メインデータベース管理

カードリーダーコマンド制御

仮想COM ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

API直接

制御も可能

印刷データ

プリンタクラスデータ処理

COMクラスデータ処理

ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

（複合USBデバイス）

Dip Switch 6 ON (USBモード)
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ＰＳＮ提供

アプリケーションドライバーソフト：DLL（PCardRW32.dll）
ActiveX(PCCAx.ocx)

対応OS：WindowsXP SP3/ Server2003 / Vista / 7
(32/64bit)

対応機種：KU-R3000シリーズ、KU-A1400シリーズ

KU-Z20000/A9000シリーズ

（サンプルプログラムあり）

エミュレーターソフト（Windows用）

・Ｃ／Ｒ制御コマンドを理解していただくためのツール

カードリーダー コマンド仕様書

開発ユーザー
開発言語環境： 特に制約無し （下記①を除く）

VisualStudio6～2010（VB,C#,VC++）・・・

COM通信制御アプリケーションドライバーソフト

②ＯＳ提供API関数 （Windows API、他）

OS： 特に制約無し

(USBモードはWindowsのみドライバー提供可能)
（但し、PSN dll使用の場合は制約有）

①PSN提供DLL、OCX、ActiveX（Windows)（注）

（KU-R3000）（HOST）

（RS-232C or USB）

ユーザーアプリケーション

ＯＳ
（Windoｗs他）

PCハードウェア

RS-232Cﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

データベースソフト

C/R制御ソフト

ハードディスク （エミュレーターソフト）

－ ４ －

・開発用Ｃ／Ｒと、エミュレーターソフトを使用し、カードリーダー制御を確認しながら開発を進める。

アプリ開発支援（オンラインType）

注） どのようなCOM通信制御ツールを使用するかはお客様のご選択となります。 URL     http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/index.html
PCardRW32.dll、PCCAx.ocxは、ＰＳＮから提供できるCOM制御ツールです。 ※ パスワードは販売店にお問い合わせください。

http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/index.html


カードリーダーUSB通信 ソフト開発ツール

（HOST）

－ ５ －

エミュレーターソフト

ＯＳ （WindowsXP SP3、Server2003、
Vista、Server2008、７）(32/64bit)

カードリーダーコマンド制御

仮想COM ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

ＰＳＮ提供

ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

エミュレーターソフト （Windows)

ＣＯＭ通信制御ツール（市販ツールOCX使用）

エミュレーターソフトを使用し、 コマンド制御を確認しながら開発を進
める。 （RS-232C機と同じ通信プロトコル）

アプリケーション
プログラム

印刷データ

（エミュレーターソフト）

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ制御ﾂｰﾙ

ＣＯＭ通信制御ツール PCardRW32.dll
PCardRW32.ocx
PCCAx.ocx (ActiveX)

（カードリーダー）

（どのようなCOM通信制御ツールを使用するかはお客様のご選択となります。
PCardRW32.DLLは、ＰＳＮから提供できるCOM通信制御ツールです。）

プリンタドライバー

仮想ＣＯＭドライバー

対応OS (32/64bit)
WindowsXP SP3、Server2003

Vista、Server2008、7

（USB Full Speed）



カードリーダーUSB通信 コマンド仕様書

プリンタ本体

EOT+ENQ （ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ)
STX＋”Ｒ0000”＋ETX+BCC (ﾚﾃﾞｨｽﾃｰﾀｽ)

コマンド仕様書

インターフェース （電文形式、通信手順、他）

動作説明 （センサ配置、イニシャライズ動作、カード挿入動作、他）

コマンドの説明

エラーステータスコード表

コマンド・エラーステータスマトリックス図

・ＰＡコマンド実行後でなければ動作不可。（電断確認のため）
・CI（シート挿入）、ＷＲ（磁気ライト）、ＰＲ（印刷）、他

－ ６ －

ＵＳＢ通信機とRS-232C機との相違点

（１）電源投入・USBｹｰﾌﾞﾙ接続後、ＵＳＢデバイスとして認識された後は、仮想COMポートを介してコマンド制御を行
うので、ＲＳ－２３２Ｃ通信タイプで開発されたアプリケーションソフトがそのままご使用になれます。

（２） 但し、電断、USBｹｰﾌﾞﾙ切断などが発生した場合、仮想COMポート自体がアンロードされます。異常動作時の影響はご確認下さ
い。

（３） ＵＳＢ通信機では、ＲＳ（リセット）コマンドにおいて、ソフトリセットを行います。
これは、ＲＳ（リセット）コマンドを常用されているアプリケーションソフトにおいて、仮想COMポートのアンロードを回避し、
運用上の互換性を確保するためです。

（４） 従来のハードリセットは“ＲＳＳ”コマンドにおいて実施します。ＡＣＫ応答した後、約１．５秒でイニシャライズ動作に入りま
す。仮想シリアルポートをオープンしている場合、イニシャライズ動作前にポートをクローズしてください。

（５） 仮想COMポートと非同期で動作するプリンタードライバー経由のデータを確認するため、ポーリングに対するステータス第一文
字に、プリンタードライバー経由でデータが設定されたことを示すコードが追加されます。

例 “R0000”・・・正常（印刷データなし）
“RA000”・・・正常（印刷データ受信中）
“RB000”・・・正常（印刷データあり）



エミュレーターソフト①

通信ポート設定
“ Oputions” か ら ” Comm
Setting” を選択し、通信ポ
ートを設定後、“Poll”ボタン
クリックでC/Rから応答があ
れば通信はＯＫです。

ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ確認

Power 
Acknowledge
( 電 源立ち上げ
後、最初にこの
コマンドを送らな
ければ、通常の
ｺﾏﾝﾄﾞは実行不
可。)

連続試験開始

カード搬送系コマンド群
CI:挿入、ＣＯ：排出

１
２

ﾓｰﾄﾞ設定
ﾓｰﾄﾞ確認

磁気関連
ｺﾏﾝﾄﾞ群

印字消去関連
ｺﾏﾝﾄﾞ群

終了

開発者に、カードリーダーコマンドを理解していただくための学習ツール。

http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/CRWEmulator/licenseCRWEmulator.html
※パスワードは販売店にお問い合わせください。

－ ７ －

＊ボタン配置などのデザインが若干変更になる場合がありますが、基本動作は同じです。

COMﾎﾟｰﾄ
ｸﾛｰｽﾞ

http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/CRWEmulator/licenseCRWEmulator.html


メニューから外部ファイ
ル取込をクリックする

印字データ等のファイル
を選択して
［開く］をクリックしてデー
タを読み込む

［実行］をクリックする

ﾌｧｲﾙ読み込み連続実
行中止

データﾌｧｲﾙは、“メモ帳”など
のテキストエディタでも作成
できます。

開発者が、一連のコマンドを実際に実行して確認することができるモード

－ ８ －

エミュレーターソフト②－１（ファイルリードモード)



印字データ等のファイル
を選択して
［開く］をクリックしてデー
タを読み込む

［実行］をクリックする

ﾌｧｲﾙ読み込み連続実
行中止

データﾌｧｲﾙは、“メモ帳”など
のテキストエディタでも作成
できます。

開発者が、一連のコマンドを実際に実行して確認することができるモード

－ ９ －

終了指示です。必ず入れてください。

POLL**
COMANDPA
COMANDCL
COMANDCI
COMANDPC
COMANDPD:0/0/0/Tom
COMANDPO
wait
1
Loop
3
1000
END

3行目

ﾎﾟｰﾄｵｰﾌﾟﾝとPollingです。一行目には必ず入れてください。

コマンド書式(6Byte任意)+CRWコマンド

例１COMANDPA
例2 ------PA
※左6文字は何でもよい

ループ処理指定です。この場合1000回繰り返すことを指します。

ループ処理指定です。この場合３行目に飛ぶことを指します。

ループ処理指定です。この次に飛ぶ行数を指定します。

インタバル時間指定です。この場合1秒をさします。

インタバル時間指定です。この次に*秒で指定します

書 式 説 明書 式 説 明

エミュレーターソフト②－２（ファイルリードモード)



使用時の注意事項（1/2）

１．ＵＳＢインターフェイスでは仮想ＣＯＭ方式での接続になりますので、電源ＯＦＦ／ＯＮまたはＵＳＢケーブルの抜き差しで
プラグ＆プレイが発生し、ＣＯＭポートが生成／消失するので注意が必要です。

２．次の機種ではプラグ＆プレイ時の仕様に違いがありますので、注意が必要です。
＜ＫＵ－Ｒ３０１１ＭＡタイプ＞

接続するＵＳＢポート（ＰＣ側）を変更すると、別の機器として認識し、新たにドライバーが要求されるとともに、
新たなデバイスとして登録され、ＣＯＭ番号やプリンタ名が新たに追加されます。
ただし、上位装置には複数台接続可能です。

＜ＫＵ－Ｒ３０＊＊ＵＭタイプ＞
接続するＵＳＢポート（ＰＣ側）を変更しても同一機器として認識し、ＣＯＭ番号やプリンタ名は変わりません。
ただし、上位装置には１台しか接続できません。

３．本機器は複合デバイス形式（ＣＯＭデバイスとプリンタデバイス）を採用しており、それぞれについてドライバーの
インストールが要求されます。（１回目：ＣＯＭデバイス、２回目：プリンタデバイス）
インストール手順ヘルプファイル http://panasonic.biz/it/magcrd/download/drivers/

４．プリンタデバイスからの印刷データ転送機能を使用しない場合は、従来のＲＳ－２３２Ｃインターフェイスの制御ソフト
資産が活用できます。

５．製品にはＵＳＢケーブル、ＵＳＢドライバーおよび制御ライブラリーは付属されません。
下記のURLより取得していただくことになります。
・ＵＳＢドライバー

http://panasonic.biz/it/magcrd/download/RCP40a/DownRCP40a.html
・通信制御ツール PCardRW32.dll （※パスワードは販売店にお問い合わせください）

http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/PCRW32dll/DownPCRW32dllmulti.html
・通信制御ツール PCardRW32.ocx （※パスワードは販売店にお問い合わせください）

http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/PCRW32dll/DownPCRW32OCX.html
・通信制御ツール PCCAx.ocx （ActiveX） （※パスワードは販売店にお問い合わせください）

http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/PCRW32dll/DownPCCAx.html

ＵＳＢインターフェイス機器使用時の注意事項

－ １０ －

http://panasonic.biz/it/magcrd/download/drivers/Driver_Installer_Help_Win7.EXE
http://panasonic.biz/it/magcrd/download/RCP40a/DownRCP40a.html
http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/PCRW32dll/DownPCRW32dllmulti.html
http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/PCRW32dll/DownPCRW32OCX.html
http://panasonic.biz/it/magcrd/download/x/PCRW32dll/DownPCCAx.html


使用時の注意事項（2/2）

６．ＵＳＢケーブルの抜き差し または電断が発生した場合、デバイスの消失やWindowsプリンタバッファ内に
意図しない印刷データが残ってしまう場合がありますので、主局アプリケーション側にて下記の処理が必要
となります。 ※プリンタドライバーを経由して印字する場合

関数が用意されていない、PCardRW32.DLL、OCXでの
ジョブ削除には下記のWindowsAPIをご利用下さい

1) OpenPrinter (プリンタのオープン)
2) EnumJobs (プリンタの印刷ジョブを列挙する)
3) SetJob (プリンタの印刷ジョブを削除)
4) ClosePrinter (プリンタをクローズ)

※winspool.drv(API Driver)

■ ＭＣＲ電源ＯＮ

Windows印刷ジョブ削除確認指示

ＣＯＭポートClose指示

ＣＯＭポートOpen指示

電源投入直後の手順

前回の印刷ジョブが残っている可能性があるため
ジョブ削除の指示を行ってください

通常通信

ＰＣコマンド実行

復帰処理手順

■ 印刷データ転送中USB抜き差し
■ 電断

レスポンスタイムアウトやDSRオフタイムアウト検出

Windows印刷ジョブ削除指示

ＣＯＭポートClose指示

ＣＯＭポートOpen指示

通常通信

ＰＣコマンド実行

※詳細については個別の仕様書にて確認願います。

BREAK 信号

PCardRW32.dll 
Ver2.1～

PCardRW32.ocx
PCCAx.ocx
(ActiveX)

コールバック関数にて
リアルタイムに

検知可能

イベントにて
リアルタイムに

検知可能

イベントにて
リアルタイムに

検知可能

通信イベントハンドラ
登録関数

crwSetCommEventProc

データ通信イベント
crwCommEvent

データ通信イベント
pcxCommEvent

プリントジョブ
クリアーメソッド

pcxPrintJobClearジョブ削除指示

－ １１ －



KU-R3011MA** 基本処理フロー(1/3)

【WN】コマンド送受信

【PR】コマンド送受信

エラー(４０)？

【CO】コマンド送受信

カードあり？ カード抜取り待ちメッセージ

ポーリング

ポートクローズ

正常終了

▼

正常(90)

エラー(４０)？
正常(90)

【ＣＬ】コマンド送受信 A

エラー(40)の場合エラーメッセージ画面

エラー(４０)？
40の場合

生カードと判定
運用仕様により

適時処理

40以外

B

エラーメッセージ画面

下記の図はKU-R3011MA**で使われる基本的な最短時間での処理を図にしています。
実際の運用はさまざまです、運用に合わせて設計していただきますようお願いします。

開始

ポートオープン

カードリーダ
初期化処理

【CI】コマンド送信

カード挿入メッセージ

キャンセル？

ポーリング

コマンド終了

上位PCでのデータ処理

【DT】コマンド送受信

【PC】コマンド送受信

【PD】コマンド送受信

【BM】コマンド送受信

【BD】コマンド送受信

No

Yes

No

Yes

磁気データ正常？

正常[ACI90]

エラー[ACI40]の場合
B

A

▼

バーコード印字
(必要な時のみ)

Yes

No※USBモードでの
PrinterDriver経由での

印刷出力時は別途記載

【WD】コマンド送受信

(別途フロー記載参照)
【VR】コマンド送受信

【WR】コマンド送受信
エラー(40)の場合
ライトリトライ処理

【RC】コマンド送受信

※詳細なエラー処理は省略しています。

－ １２ －



カードリーダー初期化処理

KU-R3011MA** 基本処理フロー(2/3)

ｽﾃｰﾀｽﾁｪｯｸ 1byte目[R*xxx]

ポーリング

ﾚﾃﾞｨｽﾃｰﾀｽ受信？

【CL】コマンド送信

[BCIxx]受信？

[R5xxx] [R6xxx]  ｴﾗｰ

0:正常[R0xxx]

受信待ち

2:ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ [R2xxx]

3:ｻｰﾏﾙ高温 [R3xxx]

【PA】コマンド送信

A

A

通信エラー

受信待ちタイムアウト(1秒)

エラー

A

エラー

エラーメッセージ表示
(Message Box等)

機器エラーExit

▼ ※

ｽﾃｰﾀｽﾁｪｯｸ 2byte目[Rx*xx]

エラー Exit

1～3:ｶｰﾄﾞあり [Rx1xx] [Rx2xx] [Rx3xx]

4:ｶｰﾄﾞ抜き取り待ち[Rx4xxx]

6:ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ [Rx4xxx]

【CO】コマンド送信

A

【MS】コマンド送信

0:ｶｰﾄﾞなし[Rx0xxx]

※MSﾊﾟﾗﾒｰﾀ “MS:HxCxRxWxFxMxZxRx”
・使用磁気トラック [HxCx]
・漢字コード種 [Kx] 推奨:[K0]

・使用フォント [Fx] 推奨:[F1]

・磁気記録仕様 [Mx]
・磁気データASCII変換[Zx]
・カード媒体種指定 [Bx]
の初期値と異なるモード

※印刷ﾌｫｰﾏｯﾄが固定なら[NxXxYx]も
ここで指定する。

初期化終了
カード挿入
メッセージへ

エラー

▼

エラー

※

Yes [Rxxxx]
No

Yes [Bxxxx]

No

4:ｶｰﾄﾞｼﾞｬﾑ [R4xxx]

カードリーダー
初期化開始

エラーメッセージ表示
(Message Box等)

－ １３ －



USBモードでのPrinterDriver経由での印刷イメージ出力フロー

KU-R3011MA** 基本処理フロー(3/3)

【PC】コマンド送受信

【PD】コマンド送受信

【BM】コマンド送受信

【BD】コマンド送受信

PrinterDriverへ
印刷データ出力開始

上位PCでの印刷データ作成

ポーリング

印刷データ受信待ち

正常受信完了
[RBxxx]

受信中 [RAxxx]

印刷データ転送完了

Printer Driver経由で、印刷出力する場合は、メイン(COM)通信側と非同期であるため印刷データの受信完了を
ポーリングで確認する(同期をとる)必要があります。

※ この処理部分をマルチスレッドプログラミング技術を用いて設計した場合、

並列処理が可能ですので、より高速な処理で運用できます。

【PC】コマンド送受信

【PD】コマンド送受信

【BM】コマンド送受信

【BD】コマンド送受信

PrinterDriverへ
印刷データ出力開始

上位PCでの印刷データ作成

ポーリング

印刷データ受信待ち

正常受信完了
[RBxxx]

受信中 [RAxxx]

印刷データ転送完了

Windows
バックグランド転送中

通常シーケンス マルチスレッドの例

印刷設定
コマンド開始

印刷設定
コマンド開始

非同期印刷データ
処理開始

Windows
バックグランド転送中

非同期印刷データ
処理開始

Sub Thread

印刷設定終了

Main ThreadMain Thread

印刷設定終了

※機器搭載文字やバーコードを
重ね印刷する場合に設定する
事ができます。

※機器搭載文字やバーコードを
重ね印刷する場合に設定する
事ができます。
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